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糖尿病患者の数は増加傾向にある。このように、糖尿病は 21世紀 大の医療問題であるといえる。

膵島移植は、1 型糖尿病患者において、糖代謝の調節を改善することができる。我々は、分離し

たラット膵島を用いて、vitro 内培養システムで Rho 関連プロテインキナーゼ（ROCK）阻害剤

Y-27632 の可能性について研究した。膵島分離はルイスラットで行い、培養液を 2 つのグループ、

1つは ROCK 阻害剤 Y-27632 を使用する群ともう一つは使用しない群に分けた。培養 7 日目に、細

胞形態、細胞活性と、インシュリン分泌の違いを評価した。Y-27632 使用群は、非使用群より良

好な形態を維持した。Y-27632 使用群において Bcl-2 の強い発現が観察されたが Bax の発現は抑

えられ、Y-27632 によるアポトーシスの抑制が確認された。 

Y-27632 使用群は、インシュリンを有意に分泌した。膵島移植に関して、Y-27632 は移植片の細胞

のアポトーシスを抑制し、インシュリン分泌を促進することにも有効であった。ラットから膵島

を分離して、ROCK 阻害剤 Y-27632 を培養液に加えることによって効果的な形態を維持し機能的な

維持培養を行うことができることが確認された。 




